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　2010 年 8 月 29 日 か ら 9 月 2 日 ま
で Sloveniaで 21th Workshop on Rare 
Earth Permanent Magnets and their 
Applications が開催された．Proceedings
を借用できたので，ボンド磁石に関わる内
容を中心にピックアップして紹介する．

日立金属の西内らは，HDDR 処理した Nd-
Fe-B 合金粉の粒界領域の特性を明らかに

するため陽電子消滅寿命及び同時計測ドッ
プラーブロードニングの測定をした．
DR 処理時間を変えて得られた保磁力の変
化に対して，陽電子消滅平均寿命および 

“variance”の変化が大変良く対応すること
が分かった．高保磁力材では 40% 以上の
陽電子消滅が Nd リッチ相中で生じている
ことを実証した．粒界の微細構造のみなら
ず，高保磁力化に関係する Nd リッチ相の

　本年度は日本海側の大雪で年が明けま
した。また、1 ／ E には新燃岳の火山活
動にもびっくりさせられました。北アフ
リカのチュニジア、エジプト、リビア、スー
ダンや中東のバーレーン、イエメン等で
既存勢力に対する民衆のかなり激しい民
主化デモが見られます。3 月 11 日 ( 金 )
に発生した M9.0 の東日本大震災は空前の
被害を東日本、特に東北地方にもたらし
ました。東北地方に生産拠点があり、被
害を受けられた会員の皆様に心からお見
舞い申し上げます。今回の大震災は津波
による被害が大きく、行方不明の方々の
数が 1 万人以上と大きいことが特徴です。
福島第 1 原発の事故も「原発震災」が現
実のものとなり、対症療法的な対策と同
時に、長期的な原発の安全面での検討が
再度浮上しました。「がんばれ東北。がん
ばろう日本。」と海外からの励ましも寄せ
られていますが、日本人一人一人が自覚
を持って前進することが必要と思われま
す。
　平成 22 年度後半の技術委員会の活動状
況を報告します。まず、12 月 3 日開催の
2010 年 BM シンポジウムは「永久磁石
及びモータ開発等に関する最新技術動向」
と題し、永久磁石応用 3 件、永久磁石材
料 2 件、ワイヤレス給電技術 1 件および
中国の希土類磁石に関する状況 2 件で、
各分野の著名な講師の先生方に最新の動

向をご講演頂きました。中でも Dy フリー
の NdFeB 系異方性ボンド磁石と希土類磁
石を使用しないモータの開発に関する発
表は現状の Nd、Dy 金属の価格高騰およ
び Dy の枯渇が懸念される希土類原料の状
況への対応方法の例を示したと言えます。
詳細は本 BM ニュースを参照下さい。
　5 月 19 日（木）開催予定の第７９回技
術例会の内容がほぼ決定しています。永
久磁石が主題となりますが、希土類原料
１件、ボンド磁石材料 1 件、磁石応用 2
件および保磁力メカニズム関連 2 件の予
定です。会員各位の参加をお願い申し上
げます。
　すでに恒例となりました BM 寺子屋塾
については第 8 期講座が終了しておりま
す。本講座では「徹底解剖：ネオジム焼
結磁石」と題し、材料、製造方法および
そ の 応 用 に つ い て 全 3 回（9 月 24 日、
10 月 22 日および 11 月 19 日）の寺子屋
塾を開催しました。講義は徳永が行いま
したが、多くの方々に参加頂き、楽しく
勉強することができたと思います。浜野
塾長の計画と小生を講師として指名して
頂いたことに感謝申し上げます。本年度
前期開講の第９期講座は「入門講座：ボ
ンド磁性材料の基礎と応用」と題し、全 3
回の計画で開催します。内容は第 1 回：「ゴ
ム・プラスチックとフェライト系ボンド
磁石」（芳賀美次アクテム代表、5 月 13 日）、
第 2 回：「レアアースと希土類系ボンド磁
石」（大森賢次 BM 協専務理事、6 月 17 日）、
第 3 回：「ソフト磁性材料と圧粉磁心」ネ
オジム焼結磁石」（五十嵐和則／三菱マテ
リアル、7 月 22 日）が決定しました。多
岐に渡るボンド磁性材料の真髄をその基
礎から応用までを前掲の講師の先生方に
講義して頂きます。是非皆様にご参加頂
き、皆さんと共に勉強したいと考えてい

ます。
　 見 学 会 に つ い て は HEV/EV 関 連 で
2011 年 2 月頃の実施を計画しておりまし
たが、技術委員長の不行届きにより、実
行できていません。
　技術委員会内の議論としては BM ニュー
スの CD 化があります。現状では CD 化
に伴う広告のあり方が整理しきれておら
ず、閲覧に PC を必要としない冊子の存在
価値を見直す方向にあります。当面、BM
ニュースは印刷物として発行するとの結
論になっています。今後の方向としては、
閲覧も CD 化を超えて Web からのアクセ
スと Web における広告のあり方を議論す
る方向に変化するものと考えられます。
　JABM30 周年記念行事の準備委員長と
して藤平委員が就任され、活発な行事内
容に関する議論が継続しています。記念
行事そのものは 2011 年 12 月 9 日開催
の BM シンポジウムの際に行うことになっ
ています。基本的には 30 周年記念講演と
展示が検討されています。30 周年記念行
事では過去の重要な技術開発を振り返る
と同時に JABM の未来を描くことのでき
る有意義なものにしたいと考えています。
JABM30 周年は協会を挙げての大きなイ
ベントになります。この機会に我々を取
り巻く現在の政治や経済の動向を把握し、
JABM および協会員の皆様の将来のある
べき姿を考察することが有益であろうと
考えます。
　６月 3 日に開催されます総会をもって、
マグエックスの伊田壮次期技術委員長に
引継ぎます。技術委員長として、1 年間楽
しく仕事をさせて頂きましたが、多くの
ご協力やご指導を頂き、感謝申し上げま
す。今後とも、協会活動に対する更なる
ご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。
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